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横浜開港と信州のつながり、信州各地域の特色ある蚕糸業の発展、繭
や生糸を運んだ道、長野県の発展の原点は全て「蚕」にあった。蚕糸王
国信州の興亡と未来を見つめる。

蚕種 風穴 微粒子病 生糸 製糸工場 座繰り 機械製糸 の
ぼせ糸 工女 横浜開港 富岡製糸場 小野組 片倉 今井五介
片倉兼太郎 清水金左衛門 藤本善右衛門 三吉米熊 中島精一
小県郡立蚕業学校 上田蚕糸専門学校 第十九国立銀行 信州の
シルクロード　蚕都

概要を知るための
ツール

1 書名 蚕糸王国信州ものがたり

著者名 阿部勇／編著
出版社 信濃毎日新聞社
出版年 2016.1

内容紹介

江戸末期から昭和中期まで、日本の蚕糸業界をリードしてきた信
州。横浜開港と信州とのつながり、地域ごとの特色豊かな蚕糸業
の発展、繭や生糸を運んだ「道」の発達等、信州蚕糸業の全体像
を分かりやすく伝える。

2 書名 富岡製糸場と群馬の蚕糸業
著者名 高崎経済大学地域科学研究所／編
出版社 日本経済評論社
出版年 2016.3

内容紹介
日本の近代蚕糸業の興隆と衰退までを共にした産業遺産の軌跡と
現況を、経済史や地域史、地域再生の視点などから明らかにす
る。

資料リスト 1 書名 蚕都信州上田の近代
著者名 阿部勇／編
出版社 岩田書院
出版年 2011.12

内容紹介
上田小県地方の近代を、製糸業や蚕糸業の展開、通貨問題などの
視点から考察する。

2 書名 蚕糸業の先覚者
著者名 上田市立博物館／編
出版社 上田市立博物館
出版年 1995.1

内容紹介
上田地方の蚕糸業の先覚者、藤本善右衛門、清水金左衛門、三吉
米熊等を取り上げる。

3 書名
［ＣＤ-Ｒ］「ふるさとの歴史」製糸業 (1)（2）（3）（4）
（5）（6）（7）：第95回岡谷市成人学校全14時間完全復元

著者名 伊藤正和／講義
出版社 鮎沢毅
出版年  2015.2

内容紹介
岡谷市の産業沿革／農村から近代工業への道／家内工業から発展
した産業　手挽→座繰り糸へ

4 書名
金融恐慌と第十九（国立）銀行：（株）八十二銀行の前身銀行、
そのあゆみ（上田小県近現代史研究会ブックレツト　Ｎｏ．４）

著者名 小平千文／著
出版社 上田小県近現代史研究会
出版年 1998.11

内容紹介

5 書名 初代片倉兼太郎
著者名 嶋崎昭典／著
出版社 茅野實　初代片倉兼太郎翁銅像を復元する会
出版年 2003.7
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内容紹介

6 書名 三吉米熊先生

著者名 長野県小県蚕業学校同窓会

出版社 明文堂

出版年 1930

内容紹介

7 書名 下伊那蚕糸業発達史：附／長谷川範七伝

著者名 平沢清人／著

出版社 甲陽書房

出版年 1952.12

内容紹介

8 書名 須坂の製糸業：生糸の歴史・技術・遺産

著者名 須坂製糸研究委員会／編

出版社 須坂市教育委員会

出版年 2001.3

内容紹介

雑誌 1 論題名 千曲川流域の風穴

著者名 阿部勇／著
雑誌名 千曲
出版年 2015.2
巻号頁数 第157号　79

2 論題名 長野県蚕糸業史

著者名 栗岩英治／著
雑誌名 信濃
出版年 1980.6
巻号頁数 6巻2号

3 論題名
産業革命期における製糸業発展の一典型（１）（２）―上田製糸に関する
覚書―

著者名 大井隆男／著
雑誌名 信濃
出版年 1982.3
巻号頁数 18巻2・3号

4 論題名 「蚕糸王国信州」の復活
著者名 新津 新生／著
雑誌名 信州自治研
出版年 2011.8
巻号頁数 234号　23-27

インターネット情報 1 サイト名 国立国会図書館サーチ
URL https://iss.ndl.go.jp/

概要
「蚕糸王国信州」または「蚕糸 信州」に関する資料を、図書・記事論文・
デジタル資料などから探すことができる。

2 サイト名 長野県内図書館横断検索サービス

URL http://www2.library.pref.nagano.jp/

概要
「蚕糸王国信州」または「蚕糸 信州」に関する資料の県内図書館の所
蔵状況を調べることができる。

新聞 1 記事 蚕糸業の遺産生かす観光
発行機関 信濃毎日新聞　朝刊31ページ
年月日 2017.2.17

2 記事 蚕糸に関連県内32施設PR
発行機関 信濃毎日新聞　朝刊29ページ
年月日 2016.1.4
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